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写真図版４　SK03陥し穴状遺構、東トレンチ断面、西トレンチ断面、南壁１断面

作業風景（南東から）南壁１断面（西から）

西トレンチ断面（東から）東トレンチ断面（南から）

（２）弥栄ⅩⅢ遺跡

SK03全景（南東から） SK03断面（南東から）











Ⅱ　発掘調査概報
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（５）折
おりい

居遺跡

所 　 在 　 地　花巻市太田第27地割地内
委 　 託 　 者　岩手県県南広域振興局農政部
事 　 業 　 名　農業農村整備事業（農業競争力強化基盤整備事業
　　　　　　　経営体育成型）太田地区
発掘調査期間　令和６年６月３日～９月30日
調査終了面積　3,300㎡
調 査 担 当 者　福島正和・溜 浩二郎・鍬形 信
主 要 な 時 代　縄文

遺跡の立地

遺跡は、花巻市西部の太田地区に所在し、岩手県立清風支援学校の北西約100ｍに位置する。寒沢
川によって形成された標高約120mの段丘上に立地し、調査前の現況は、水田・畑地であった。調査は、
昨年度から継続して3,300㎡を対象に実施した。昨年度、遺構・遺物が西側４面の水田にも連続する
ことをトレンチによって確認しているが、おもに調査箇所よりも低い水田面であるため掘削を伴わ
ない工法への変更によって未調査のまま保存することとなった。
調査の概要

検出遺構は、竪穴住居22棟、墓壙１基、陥し穴状遺構１基、土坑24基などである。竪穴住居の中
には10mを超える大形の住居も含まれている。底面で玦状耳飾１点が出土した土坑は、墓壙である
可能性が考えられる。

出土遺物は、縄文土器大コンテナ73箱、剥片石器および剥片中コンテナ10箱、礫石器中コンテナ
22箱、土偶６点、玦状耳飾３点、石製垂飾具２点、燕尾形石製品１点、石棒１点などである。

縄文時代前期前葉と前期末葉から中期前葉にかけて集落が営まれていたことが判明した。調査区
中央を東西に分断するようにみられる沢状の低地部分には、縄文時代前期末葉の遺物を中心に多量
の遺物が廃棄されていた。平面「へ」の字形を呈する低地屈曲部では、特に多くの遺物が出土して
おり、縄文土器のほかに多量の石錘が認められた。この低地内や周辺にも縄文時代前期前葉の遺構
が存在していることから、この時期には地下水位が比較的高かった可能性が指摘できる。

また、貯蔵穴の可能性が考えられる土坑の中には縄文時代晩期の遺物を伴うものも４基含まれて
おり、周辺にこの時期の居住域が存在することを示唆している。

1：50,000　花巻

土坑内遺物出土状況（南から）大形堅穴住居の全景（西から）
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（６）上
う え の の

野々遺跡

所 　 在 　 地　二戸市石切所上野々地内
委 　 託 　 者　岩手県県北広域振興局農政部
事 　 業 　 名　畑地帯総合整備事業　穴牛・松村・谷内地区
発掘調査期間　令和６年５月１日～令和６年６月27日
調査終了面積　160㎡
調 査 担 当 者　村木 敬・袖林 清
主 要 な 時 代　縄文

遺跡の立地

遺跡は、東北新幹線二戸駅から約１㎞東に位置し、馬淵川を挟んだ標高約140 ～ 142mの段丘上に
立地している。調査前は畑地であった。
調査の概要

検出遺構は、縄文時代の旧河道１条である。
出土遺物は、縄文土器・石器中コンテナ各５箱である。
旧河道からは、摩滅していない多数の縄文土器を確認できたことから、周辺に当該期の集落の存

在が予想される。

1：50,000　一戸

調査区全景
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（７）岡
おかだ

田遺跡

所 　 在 　 地　北上市村崎野第12地割地内
委 　 託 　 者　北上市
事 　 業 　 名　北上北部産業業務団地造成事業
発掘調査期間　令和６年４月８日～ 11月26日
調査終了面積　56,500㎡
調 査 担 当 者　村上 拓・杉沢昭太郎・溜 浩二郎・村木 敬・
　　　　　　　福島正和・北村忠昭・小山内 透・川又 晋・
　　　　　　　村田 淳・富川 悟・鍬形 信
主 要 な 時 代　後期旧石器・縄文・平安・近世

遺跡の立地

遺跡はJR村崎野駅の北西約2.4㎞に所在する。立地面は和賀川左岸の村崎野中位段丘に相当し、北
側を東流する大堰川に伴う低地、南側をその支沢が埋没した低地に区切られ、概ね東西方向に延び
る尾根状の微高地となっている。今次調査の対象は岩手県立中部病院の北西約1.2㎞の地点である。
令和４年度に東部、同５年度に中央部、今年度は西部の調査を行い、これに試掘調査範囲を加えると、
３箇年で遺跡のほぼ全域に調査が及んだこととなる。
調査の概要

検出遺構は、後期旧石器時代終末期の石器集中１箇所、縄文時代陥し穴状遺構163基、フラスコ形
土坑２基、埋設土器１基、近世掘立柱建物４棟（柱穴状土坑114個）、井戸1基である。このほか時期
不明のものとして竪穴状遺構1基、土坑６基、溝６条がある。出土遺物は、後期旧石器時代細石刃核・
細石刃・微細剥片類（小0.5袋）、縄文時代土器（大１袋）、同石器（小１袋）である。

旧石器は令和４年度検出の石器集中と同様に台地頂部で確認した。細石刃核を中心とした局所的な
出土である。縄文時代陥し穴状遺構は過年度調査区から連続して西側に広がることを改めて確認した。
過年度分を含む遺跡範囲全体における陥し穴状遺構の分布は、東部に密で西に向かうほど希薄になる
傾向が認められる。遺跡の西部に相当する今次調査区においては円形・方形が主体で、他に溝形・長
方形・長楕円形・砲弾形・深細形等がある。各形態は複数基単位の群を成しており設置地点選定の意
図と原地形との関連性が窺える。近世の建物は北東区北側斜面に面する縁辺部の２地点において２棟
ずつ確認した。共伴遺物は得られていないが形態等から近世初頭の民家及び付属屋を想定している。

1：50,000　花巻・北上

調査区全景（北東から）調査区全景（西から）
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（８）中
なか

埣
ぞね

Ⅲ
3

遺跡

所 　 在 　 地　気仙郡住田町上有住字中埣地内
委 　 託 　 者　住田町
事 　 業 　 名　林業関連施設整備
発掘調査期間　令和６年４月８日～９月30日
調査終了面積　3,570㎡
調 査 担 当 者　須原 拓・北田 勲・村木 敬・長沼宏行
主 要 な 時 代　縄文

遺跡の立地

遺跡は県道167号線と180号線の交差点付近に位置し、標高600mを超える山々に囲まれ、南から北
へと緩やかに傾斜する谷地形に立地する。また遺跡の北東側には気仙川支流の桧山川が流れている。
標高は273m前後である。調査前は畑であったが、古くは水田として利用されており、調査区とその
周辺は階段状に造成されている。そのため削平が激しく、遺物包含層が一部消失していた。
調査の概要

検出遺構は、竪穴建物10棟（石囲炉のみも含む）、住居状遺構１棟、４本柱の掘立柱建物50棟以上、
土壙墓（推定）48基、陥し穴状遺構38基、その他の土坑192基、焼土遺構５基、埋設土器３基、遺物
包含層１箇所である。時代は全て縄文時代であるが、竪穴建物の多くは晩期末葉、陥し穴状遺構は
前期前葉とそれ以降（中期か）、その他の遺構は後期中葉から晩期前葉と様々である。特筆すべき遺
構として、壁際に石列を伴う大型の竪穴建物１棟を検出した。この遺構の時期については、後期中
葉から晩期前葉と推定している。

出土遺物は、縄文土器が大コンテナ55箱、石器が中コンテナ525箱で、遺構や遺物包含層と同じ縄
文時代後期中葉から晩期末葉までの遺物である。石器は礫石器が多く、主に掘立柱建物の柱穴内か
ら出土している。また赤色顔料が付着した磨石や石皿がいくつか出土している。昨年度同様に、石
棒類が多く、破片ではあるが、昨年分も合わせて50点近く出土した。

石列を伴う大型の竪穴建物と掘立柱建物群は同時期の遺構群で、土壙墓等も含め、県内ではあま
り例のない集落（？）を形成していた。また出土した石器には、石棒類などが多く含まれ、この点
も通常の集落とは様相が異なっている。今後の検討が必要である。

1：50,000　遠野

石列を伴う竪穴建物遺跡全景
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書 名 令和６年度発掘調査報告書

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第749集

編 著 者 名 溜 浩二郎

編 集 機 関 （公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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発 行 年 月 日 2025年3月18日

ふりがな
所収遺跡名

ふ り が な
所　在　地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積

㎡ 調査原因
市町村 遺跡番号

堀
ほりきりうしろ

切 後遺跡

岩
い わ て け ん

手県胆
い さ わ ぐ ん

沢郡

金
かねがさきちょうながさわ

ケ崎町永沢

堀
ほりきりうしろちない

切後地内 

03381 NE04-2309

39°

10′

30″

  141°

  03′

  38″

2024.05.01
～

2024.06.14
700

農地中間機構関

連農地整備事業

（原・蟹沢地区）

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堀切後遺跡 散布地
縄文時代 旧河道 2

縄文土器、須恵器、石器、
土製品

古代

要　約

　縄文時代中期前葉後半～中葉前半を主体とする遺跡であり、遺物の出土状況等から集落跡の一部ないし、

隣接地の可能性が考えられる。他に縄文時代晩期・平安時代の遺物も見つかっていることから縄文時代中

期以降、断続的に生活に利用されていた場所であったことが明らかになった。

※緯度・経度は世界測地系（2011）による数値である。
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報 告 書 抄 録

ふ り が な れいわろくねんどはっくつちょうさほうこくしょ

書 名 令和６年度発掘調査報告書

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第749集

編 著 者 名 北田 勲

編 集 機 関 （公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853　岩手県盛岡市下飯岡11地割185番地　　TEL（019）638-9001

発 行 年 月 日 2025年３月18日

ふりがな
所収遺跡名

ふ り が な
所　在　地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

弥
いやさか

栄Ⅹ
じゅうさん

Ⅲ遺跡

岩
い わ て け ん

手県九
く の へ ぐ ん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町帯
たいしま

島字
あざ

弥
いやさか

栄地
ち な い

内

03507 JF08-1385

40°

15′

10″

141°

43′

３″

2024.10. １～

　2024.11.20
1,750㎡

地域連携道路

整備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

弥栄ⅩⅢ遺跡 散布地 縄文時代 陥し穴状遺構３基 －

縄文時代中期から後期と推

定される溝状の陥し穴状遺

構３基を確認した。

要　約

今回の調査では、縄文時代の陥し穴状遺構３基を確認した。縄文時代前期中頃に降下した十和田中掫火

山灰を含むⅢ層より新しいⅡ層黒褐色土から掘り込まれたと見られ、他遺跡で確認しているの溝状の陥し

穴状遺構から、縄文時代中期から後期に構築されたと推定される。また、今回の調査では出土遺物が確認

されていないことから、縄文時代の調査区周辺は、土器や石器などの遺物が多く出土するような集落が存

在する可能性は低く、主に獲物を獲得するための狩猟場として利用されていたと推測される。

※緯度・経度は世界測地系（2011）による数値である。
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